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今月の表紙「三田ロータリークラブ例会場 三田ホテル」

ウッディタウン中央駅に隣接しているシティホテル。とは言え、自然の景観をうまく取り入れ周辺の街並みを感

じさせない優雅な佇まいを醸し出している都会派ホテルです！

2680地区戦略計画（2023-2026年）

１. より大きなインパクトをもたらす
●ロータリー財団補助金を活用し、地域社会や世界で良い

変化を生み出すインパクトのある奉仕プロジェクトを
実践する。

●ロータリーのブランドと公共イメージの向上に努める。

２. 参加者の基盤を広げる
●クラブの会員組織強化に努め、仲間を増やす。
●多様な人々の参加を促し、DEI（多様性・公平さ・

インクルージョン）を実現する。
●青少年の活動を支援し、若いリーダーの育成に努める。

３. 参加者の積極的なかかわりを促す
●全クラブが将来のビジョンや戦略計画を策定する。
●My ROTARYの登録を推進し、積極的に活用する。
●地区やクラブが実施する行事やセミナーに積極的に

参加し、感動的な体験を積み重ね、ロータリーの理解
を深める。

４. 適応力を高める
●オンライン技術の能力を高め、社会の変化に迅速に

適応する。
●ハラスメントのない環境作りに努める。

数値目標
●会員増強 各クラブ純増毎年1名以上　
●My ROTARY登録率 75%以上
●ロータリー財団年次基金 毎年1名あたり　160ドル
●ロータリー財団恒久基金 ベネファクターまたは
 遺贈友の会会員　毎年10名増
●ポリオプラス基金 毎年1名あたり　40ドル　
●米山記念奨学会 毎年1名あたり　17,000円

Be（どうあるべきか）

Know（何を知っているのか）

Do（何をすべきなのか）
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GOVERNOR’S LETTER

国際ロータリー第2680地区
ロータリークラブの皆様

国際ロータリー第2680地区
ガバナー　安　行　英　文　（三田）

親睦月間について
シカゴロータリークラブは、当初、親睦だけ

のクラブが、ポール・ハリスは、1907年頃から
親睦団体のクラブに奉仕の概念を入れようとし
ています。このときのポール・ハリスの考えは
『最初に親睦があって、その上に、つまりより
高次の概念として奉仕があるのだ』と考えまし
た。ですので、奉仕と親睦が衝突する場合、親
睦を押さえて奉仕が生き残るべき概念だという
立場をとっていました。しかしその結果は、
ガタガタに親睦が成り立たなくなります。そこ
で、この親睦と奉仕との概念は同レベルで捉え
るべきで、ロータリークラブの中ではいずれ
を優位にさせてもいけないと考えるに至った
のです。

1910年、ポール・ハリスが全米ロータリーク
ラブ連合会初代会長に選任されたときから、こ
の考えを書き起こし、連合会幹事チェスレー・
ペリーが編集長になってできあがった機関紙が
「The National Rotarian」で、この創刊号に上
記のポール・ハリスの論文が掲載されたのでし
た。時は1911年１月26日です。

この掲載論文で、彼は「自分はロータリーの
創立者として、神の思し召しにより、一段と高
い所に昇ることを許され、ロータリーとは何か
を問われれば、自分は躊躇することなく、寛容
と答えるであろう」と述べています。つまり、
ロータリーは親睦と奉仕の調和の中に宿ると
言っているのですね。

森本アンリ氏著「不寛容論、アメリカの生ん
だ共存の哲学」によると寛容とは外部を取り込
むための概念と述べられています。まさに、自
分独りよがりでは無く、何事にも多様な考え
や、関係があって、決して１つの答えではな
く、諸々の要素が組み合わさって物事が進む、
あるいは成り立っているのです。

「ミリンダ王の問い」という題名の経典があ
ります。これによると、紀元前180年頃のイン
ドは分裂の時代であって、勢力が弱まったとこ
ろに、現在のパキスタンの北部からギリシア人
の諸王が相次いで侵入してきました。そしてい
くつかの王朝を成立させています。この中の有
名な１つの国にミリンダ王がいました。彼が発
行した貨幣は現在のイギリスのウェールズ地方
でも見つかっています。

その彼が仏教の尊者ナーガセーナを訪ねて
行った話が残っています。「名前の問い」
です。

ミリンダ王は尊者ナーガセーナにこう言いま
した。「いかにして、あなたは尊者として知ら
れているのですか。尊者よ、あなたはなんとい
う名ですか」そうすると、ナーガセーナは「大
王よ、私はナーガセーナと知られています。し
かしながら、大王よ、このナーガセーナという
のは、実は名称、呼称、仮名、名前のみにすぎ
ないのです。そこに人格的個体は認められない

のであります」と。これにはミリンダ王はびっ
くりしました。「みんなよく聞け。このナーガ
セーナ尊者は、ここに人格的個体は認められな
いと言ったのだぞ、それをみんな信じ得るだろ
うか」。ギリシアの哲学では魂というものをだ
いたい認めます。それに基づいて個体があると
考えています。だから、ナーガセーナの言うこ
とはとんでもないことだと思うわけです。そこ
で彼は質問を発します。

「あなたの名を皆はナーガセーナと呼んでい
ますが、その場合の、ナーガセーナと呼ばれる
ところのものは、いったい何ものでしょうか。
尊者ナーガセーナよ、髪の毛がナーガセーナな
のでしょうか」「大王よ、そうではありませ
ん」「身体の毛がナーガセーナなのでしょう
か」「大王よ、そうではありません」「爪が
ナーガセーナなのでしょうか」「大王よ、そう
ではありません」

以下、身体の各部分について同様の質問をし
ていきます。このようなものをずっと挙げて、
１つ１つ、このどれがナーガセーナなのかと問
います。そうすると、ナーガセーナは「いや、
そうではありません」と返事するのです。それ
で今度は、ミリンダ王は少し哲学的な言葉を
使って質問します。

「尊者よ、かたちがナーガセーナなのです
か」「大王よ、そうではありません」「感受作
用がナーガセーナなのですか」「大王よ、そう
ではありません」「表象作用がナーガセーナな
のですか」「大王よ、そうではありません」
「形成作用がナーガセーナなのですか」「大王
よ、そうではありません」「識別作用がナーガ
セーナなのですか」「大王よ、そうではありま
せん」と。

ここに、物質的なかたち、感受作用、表象作
用、形成作用、識別作用とわれわれの個人的存
在を構成している要素のことを言っています。

「しからば、尊者よ、かたち、感受作用、表
象作用、形成作用、識別作用の合したものが
ナーガセーナなのですか」「大王よ、そうでは
ありません」「尊者よ、しからば、これ以外に
ナーガセーナがあるのですか」「大王よ、そう
ではありません」

ついに、ミリンダ王はこう言います。「尊者
よ、わたしはあなたに幾度も問うてみたのに、
ナーガセーナを見いだし得ない。尊者よ、ナー
ガセーナとは実は言葉のことにすぎないのです
か。しからば、そこに存在するナーガセーナと
は何ものなのですか。尊者よ、あなたはナーガ
セーナは存在しないといって、真実ならざる虚
言を語ったのではないでしょうか」。ナーガ
セーナを見いだせないミリンダ王からしてみれ
ば、では、ナーガセーナというのは言葉のこと
にすぎないのか、それならば、いまここに自分
に面と向かっている相手のナーガセーナとは何
ものなのだろうか、目の前にいるじゃないか。
しかし、ナーガセーナというものは存在しない
という、つまりナーガセーナという実体は存在
しないという、これは嘘を言っているのではな
いか、と思いました。

そうすると、こんどはナーガセーナがミリン
ダ王に反問します。「大王よ、あなたはいった
いここまで歩いてやってきたのですか、それと
も乗り物で来られたのですか」「尊者よ、私は
車でやってきました」。その答えを聞いてナー
ガセーナは、車を構成する部分について、問い
かけます。「大王よ、あなたか車でやって来た
のでしたら、何が車でいるかを私に告げてくだ
さいませんか」「大王よ、轅（ながえ）が車な

のですか」「尊者よ、そうではありません」
「軸が車なのですか」「尊者よ、そうではあり
ません」「輪が車なのですか」「尊者よ、そう
ではありません」「車体が車なのですか」「尊
者よ、そうではありません」「車棒が車なので
すか」「尊者よ、そうではありません」「軛
（くびき）が車なのですか」「尊者よ、そうで
はありません」「しからば、大王よ、轅、軸、
輪、車体、車棒、軛の合したものが車なのです
か」「尊者よ、そうではありません」

たしかに、ただ寄せ集めただけでは車にはな
りません。「しからば、大王よ、轅、軸、輪、
車体、軛のほかに車があるのですか」「尊者
よ、そうではありません」。そこで、ナーガ
セーナはこう言うのです。「大王よ、私はあな
たに幾度も問うてみましたが、車を見いだし得
ませんでした。大王よ、車とは言葉にすぎない
のでしょうか。しからば、そこに存在する車は
何ものなのでしょうか。大王よ、あなたは車は
存在しないと言って、真実ならざる虚言を語っ
たのです」

ほれ、ごらんなさい、王様、あなたは部分部
分についてそれは車じゃないと言いました。車
とは言葉にすぎないのですか、じゃあ、車がい
ないことになるけれども、そこにある車は何で
すか。そうすると、嘘を言ったことになりはし
ませんか、そう言ってやり込めたのです。

そこで、ミリンダ王は尊者ナーガセーナに
こう言いました。「尊者ナーガセーナよ、私は
嘘を語っているのではありません。轅に縁
（よ）って、軸に縁って、輪に縁って、車体に
縁って、車棒に縁って、車という名称、呼称、
仮名、通称、名前が起こるのです」

つまり、部分部分がバラバラにあったり、た

だ積み重なっただけでは、車にはならないので
す。それぞれ適当な位置を占めて、相互に連結
することによって、そこで仮に車という名前が
出来あがる。つまり、縁によって起こるという
ことです。いろいろなものが寄り集まって個々
のものができている、そういうわけです。

そうすると、ナーガセーナが申します。
「大王よ、あなたは車を正しく理解されまし
た。大王よ、それと同様に、私にとっても、
髪に縁って、身毛に縁って、かたちに縁っ
て、感受作用に縁って、表象作用に縁って、
形勢作用に縁って、識別作用に縁って、ナー
ガセーナという名称、呼称、仮称、通称、単
なる名が起こるのです」

つまり、身体の部分もあるし、さらに体のな
かで働いている精神的ないろいろな作用もあ
る。色々な人間や諸々の関係、そういうものに
よって、ナーガセーナ個人という仮の名前がこ
こに付けられているのだというわけです。です
ので、究極の立場から見ると、ここに人格的な
個体は存在しないと言ったのです。

ですので、ロータリーで言う親睦もその根底
には、さまざまな人々やもの、その他色々な関
係に縁って成り立っているのです。

ひとり一人の個人であってもその個人を構成
しているのは全ての関係に縁ってロータリアン
になるのです。そのうえで親睦と奉仕というも
のが成り立つのではないでしょうか。ゆめゆめ
このことを忘れないように。
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で今度は、ミリンダ王は少し哲学的な言葉を
使って質問します。

「尊者よ、かたちがナーガセーナなのです
か」「大王よ、そうではありません」「感受作
用がナーガセーナなのですか」「大王よ、そう
ではありません」「表象作用がナーガセーナな
のですか」「大王よ、そうではありません」
「形成作用がナーガセーナなのですか」「大王
よ、そうではありません」「識別作用がナーガ
セーナなのですか」「大王よ、そうではありま
せん」と。

ここに、物質的なかたち、感受作用、表象作
用、形成作用、識別作用とわれわれの個人的存
在を構成している要素のことを言っています。

「しからば、尊者よ、かたち、感受作用、表
象作用、形成作用、識別作用の合したものが
ナーガセーナなのですか」「大王よ、そうでは
ありません」「尊者よ、しからば、これ以外に
ナーガセーナがあるのですか」「大王よ、そう
ではありません」

ついに、ミリンダ王はこう言います。「尊者
よ、わたしはあなたに幾度も問うてみたのに、
ナーガセーナを見いだし得ない。尊者よ、ナー
ガセーナとは実は言葉のことにすぎないのです
か。しからば、そこに存在するナーガセーナと
は何ものなのですか。尊者よ、あなたはナーガ
セーナは存在しないといって、真実ならざる虚
言を語ったのではないでしょうか」。ナーガ
セーナを見いだせないミリンダ王からしてみれ
ば、では、ナーガセーナというのは言葉のこと
にすぎないのか、それならば、いまここに自分
に面と向かっている相手のナーガセーナとは何
ものなのだろうか、目の前にいるじゃないか。
しかし、ナーガセーナというものは存在しない
という、つまりナーガセーナという実体は存在
しないという、これは嘘を言っているのではな
いか、と思いました。

そうすると、こんどはナーガセーナがミリン
ダ王に反問します。「大王よ、あなたはいった
いここまで歩いてやってきたのですか、それと
も乗り物で来られたのですか」「尊者よ、私は
車でやってきました」。その答えを聞いてナー
ガセーナは、車を構成する部分について、問い
かけます。「大王よ、あなたか車でやって来た
のでしたら、何が車でいるかを私に告げてくだ
さいませんか」「大王よ、轅（ながえ）が車な

のですか」「尊者よ、そうではありません」
「軸が車なのですか」「尊者よ、そうではあり
ません」「輪が車なのですか」「尊者よ、そう
ではありません」「車体が車なのですか」「尊
者よ、そうではありません」「車棒が車なので
すか」「尊者よ、そうではありません」「軛
（くびき）が車なのですか」「尊者よ、そうで
はありません」「しからば、大王よ、轅、軸、
輪、車体、車棒、軛の合したものが車なのです
か」「尊者よ、そうではありません」

たしかに、ただ寄せ集めただけでは車にはな
りません。「しからば、大王よ、轅、軸、輪、
車体、軛のほかに車があるのですか」「尊者
よ、そうではありません」。そこで、ナーガ
セーナはこう言うのです。「大王よ、私はあな
たに幾度も問うてみましたが、車を見いだし得
ませんでした。大王よ、車とは言葉にすぎない
のでしょうか。しからば、そこに存在する車は
何ものなのでしょうか。大王よ、あなたは車は
存在しないと言って、真実ならざる虚言を語っ
たのです」

ほれ、ごらんなさい、王様、あなたは部分部
分についてそれは車じゃないと言いました。車
とは言葉にすぎないのですか、じゃあ、車がい
ないことになるけれども、そこにある車は何で
すか。そうすると、嘘を言ったことになりはし
ませんか、そう言ってやり込めたのです。

そこで、ミリンダ王は尊者ナーガセーナに
こう言いました。「尊者ナーガセーナよ、私は
嘘を語っているのではありません。轅に縁
（よ）って、軸に縁って、輪に縁って、車体に
縁って、車棒に縁って、車という名称、呼称、
仮名、通称、名前が起こるのです」

つまり、部分部分がバラバラにあったり、た

だ積み重なっただけでは、車にはならないので
す。それぞれ適当な位置を占めて、相互に連結
することによって、そこで仮に車という名前が
出来あがる。つまり、縁によって起こるという
ことです。いろいろなものが寄り集まって個々
のものができている、そういうわけです。

そうすると、ナーガセーナが申します。
「大王よ、あなたは車を正しく理解されまし
た。大王よ、それと同様に、私にとっても、
髪に縁って、身毛に縁って、かたちに縁っ
て、感受作用に縁って、表象作用に縁って、
形勢作用に縁って、識別作用に縁って、ナー
ガセーナという名称、呼称、仮称、通称、単
なる名が起こるのです」

つまり、身体の部分もあるし、さらに体のな
かで働いている精神的ないろいろな作用もあ
る。色々な人間や諸々の関係、そういうものに
よって、ナーガセーナ個人という仮の名前がこ
こに付けられているのだというわけです。です
ので、究極の立場から見ると、ここに人格的な
個体は存在しないと言ったのです。

ですので、ロータリーで言う親睦もその根底
には、さまざまな人々やもの、その他色々な関
係に縁って成り立っているのです。

ひとり一人の個人であってもその個人を構成
しているのは全ての関係に縁ってロータリアン
になるのです。そのうえで親睦と奉仕というも
のが成り立つのではないでしょうか。ゆめゆめ
このことを忘れないように。
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親睦月間について
シカゴロータリークラブは、当初、親睦だけ

のクラブが、ポール・ハリスは、1907年頃から
親睦団体のクラブに奉仕の概念を入れようとし
ています。このときのポール・ハリスの考えは
『最初に親睦があって、その上に、つまりより
高次の概念として奉仕があるのだ』と考えまし
た。ですので、奉仕と親睦が衝突する場合、親
睦を押さえて奉仕が生き残るべき概念だという
立場をとっていました。しかしその結果は、
ガタガタに親睦が成り立たなくなります。そこ
で、この親睦と奉仕との概念は同レベルで捉え
るべきで、ロータリークラブの中ではいずれ
を優位にさせてもいけないと考えるに至った
のです。

1910年、ポール・ハリスが全米ロータリーク
ラブ連合会初代会長に選任されたときから、こ
の考えを書き起こし、連合会幹事チェスレー・
ペリーが編集長になってできあがった機関紙が
「The National Rotarian」で、この創刊号に上
記のポール・ハリスの論文が掲載されたのでし
た。時は1911年１月26日です。

この掲載論文で、彼は「自分はロータリーの
創立者として、神の思し召しにより、一段と高
い所に昇ることを許され、ロータリーとは何か
を問われれば、自分は躊躇することなく、寛容
と答えるであろう」と述べています。つまり、
ロータリーは親睦と奉仕の調和の中に宿ると
言っているのですね。

森本アンリ氏著「不寛容論、アメリカの生ん
だ共存の哲学」によると寛容とは外部を取り込
むための概念と述べられています。まさに、自
分独りよがりでは無く、何事にも多様な考え
や、関係があって、決して１つの答えではな
く、諸々の要素が組み合わさって物事が進む、
あるいは成り立っているのです。

「ミリンダ王の問い」という題名の経典があ
ります。これによると、紀元前180年頃のイン
ドは分裂の時代であって、勢力が弱まったとこ
ろに、現在のパキスタンの北部からギリシア人
の諸王が相次いで侵入してきました。そしてい
くつかの王朝を成立させています。この中の有
名な１つの国にミリンダ王がいました。彼が発
行した貨幣は現在のイギリスのウェールズ地方
でも見つかっています。

その彼が仏教の尊者ナーガセーナを訪ねて
行った話が残っています。「名前の問い」
です。

ミリンダ王は尊者ナーガセーナにこう言いま
した。「いかにして、あなたは尊者として知ら
れているのですか。尊者よ、あなたはなんとい
う名ですか」そうすると、ナーガセーナは「大
王よ、私はナーガセーナと知られています。し
かしながら、大王よ、このナーガセーナという
のは、実は名称、呼称、仮名、名前のみにすぎ
ないのです。そこに人格的個体は認められない

のであります」と。これにはミリンダ王はびっ
くりしました。「みんなよく聞け。このナーガ
セーナ尊者は、ここに人格的個体は認められな
いと言ったのだぞ、それをみんな信じ得るだろ
うか」。ギリシアの哲学では魂というものをだ
いたい認めます。それに基づいて個体があると
考えています。だから、ナーガセーナの言うこ
とはとんでもないことだと思うわけです。そこ
で彼は質問を発します。

「あなたの名を皆はナーガセーナと呼んでい
ますが、その場合の、ナーガセーナと呼ばれる
ところのものは、いったい何ものでしょうか。
尊者ナーガセーナよ、髪の毛がナーガセーナな
のでしょうか」「大王よ、そうではありませ
ん」「身体の毛がナーガセーナなのでしょう
か」「大王よ、そうではありません」「爪が
ナーガセーナなのでしょうか」「大王よ、そう
ではありません」

以下、身体の各部分について同様の質問をし
ていきます。このようなものをずっと挙げて、
１つ１つ、このどれがナーガセーナなのかと問
います。そうすると、ナーガセーナは「いや、
そうではありません」と返事するのです。それ
で今度は、ミリンダ王は少し哲学的な言葉を
使って質問します。

「尊者よ、かたちがナーガセーナなのです
か」「大王よ、そうではありません」「感受作
用がナーガセーナなのですか」「大王よ、そう
ではありません」「表象作用がナーガセーナな
のですか」「大王よ、そうではありません」
「形成作用がナーガセーナなのですか」「大王
よ、そうではありません」「識別作用がナーガ
セーナなのですか」「大王よ、そうではありま
せん」と。

ここに、物質的なかたち、感受作用、表象作
用、形成作用、識別作用とわれわれの個人的存
在を構成している要素のことを言っています。

「しからば、尊者よ、かたち、感受作用、表
象作用、形成作用、識別作用の合したものが
ナーガセーナなのですか」「大王よ、そうでは
ありません」「尊者よ、しからば、これ以外に
ナーガセーナがあるのですか」「大王よ、そう
ではありません」

ついに、ミリンダ王はこう言います。「尊者
よ、わたしはあなたに幾度も問うてみたのに、
ナーガセーナを見いだし得ない。尊者よ、ナー
ガセーナとは実は言葉のことにすぎないのです
か。しからば、そこに存在するナーガセーナと
は何ものなのですか。尊者よ、あなたはナーガ
セーナは存在しないといって、真実ならざる虚
言を語ったのではないでしょうか」。ナーガ
セーナを見いだせないミリンダ王からしてみれ
ば、では、ナーガセーナというのは言葉のこと
にすぎないのか、それならば、いまここに自分
に面と向かっている相手のナーガセーナとは何
ものなのだろうか、目の前にいるじゃないか。
しかし、ナーガセーナというものは存在しない
という、つまりナーガセーナという実体は存在
しないという、これは嘘を言っているのではな
いか、と思いました。

そうすると、こんどはナーガセーナがミリン
ダ王に反問します。「大王よ、あなたはいった
いここまで歩いてやってきたのですか、それと
も乗り物で来られたのですか」「尊者よ、私は
車でやってきました」。その答えを聞いてナー
ガセーナは、車を構成する部分について、問い
かけます。「大王よ、あなたか車でやって来た
のでしたら、何が車でいるかを私に告げてくだ
さいませんか」「大王よ、轅（ながえ）が車な

のですか」「尊者よ、そうではありません」
「軸が車なのですか」「尊者よ、そうではあり
ません」「輪が車なのですか」「尊者よ、そう
ではありません」「車体が車なのですか」「尊
者よ、そうではありません」「車棒が車なので
すか」「尊者よ、そうではありません」「軛
（くびき）が車なのですか」「尊者よ、そうで
はありません」「しからば、大王よ、轅、軸、
輪、車体、車棒、軛の合したものが車なのです
か」「尊者よ、そうではありません」

たしかに、ただ寄せ集めただけでは車にはな
りません。「しからば、大王よ、轅、軸、輪、
車体、軛のほかに車があるのですか」「尊者
よ、そうではありません」。そこで、ナーガ
セーナはこう言うのです。「大王よ、私はあな
たに幾度も問うてみましたが、車を見いだし得
ませんでした。大王よ、車とは言葉にすぎない
のでしょうか。しからば、そこに存在する車は
何ものなのでしょうか。大王よ、あなたは車は
存在しないと言って、真実ならざる虚言を語っ
たのです」

ほれ、ごらんなさい、王様、あなたは部分部
分についてそれは車じゃないと言いました。車
とは言葉にすぎないのですか、じゃあ、車がい
ないことになるけれども、そこにある車は何で
すか。そうすると、嘘を言ったことになりはし
ませんか、そう言ってやり込めたのです。

そこで、ミリンダ王は尊者ナーガセーナに
こう言いました。「尊者ナーガセーナよ、私は
嘘を語っているのではありません。轅に縁
（よ）って、軸に縁って、輪に縁って、車体に
縁って、車棒に縁って、車という名称、呼称、
仮名、通称、名前が起こるのです」

つまり、部分部分がバラバラにあったり、た

だ積み重なっただけでは、車にはならないので
す。それぞれ適当な位置を占めて、相互に連結
することによって、そこで仮に車という名前が
出来あがる。つまり、縁によって起こるという
ことです。いろいろなものが寄り集まって個々
のものができている、そういうわけです。

そうすると、ナーガセーナが申します。
「大王よ、あなたは車を正しく理解されまし
た。大王よ、それと同様に、私にとっても、
髪に縁って、身毛に縁って、かたちに縁っ
て、感受作用に縁って、表象作用に縁って、
形勢作用に縁って、識別作用に縁って、ナー
ガセーナという名称、呼称、仮称、通称、単
なる名が起こるのです」

つまり、身体の部分もあるし、さらに体のな
かで働いている精神的ないろいろな作用もあ
る。色々な人間や諸々の関係、そういうものに
よって、ナーガセーナ個人という仮の名前がこ
こに付けられているのだというわけです。です
ので、究極の立場から見ると、ここに人格的な
個体は存在しないと言ったのです。

ですので、ロータリーで言う親睦もその根底
には、さまざまな人々やもの、その他色々な関
係に縁って成り立っているのです。

ひとり一人の個人であってもその個人を構成
しているのは全ての関係に縁ってロータリアン
になるのです。そのうえで親睦と奉仕というも
のが成り立つのではないでしょうか。ゆめゆめ
このことを忘れないように。

親睦月間について
シカゴロータリークラブは、当初、親睦だけ

のクラブが、ポール・ハリスは、1907年頃から
親睦団体のクラブに奉仕の概念を入れようとし
ています。このときのポール・ハリスの考えは
『最初に親睦があって、その上に、つまりより
高次の概念として奉仕があるのだ』と考えまし
た。ですので、奉仕と親睦が衝突する場合、親
睦を押さえて奉仕が生き残るべき概念だという
立場をとっていました。しかしその結果は、
ガタガタに親睦が成り立たなくなります。そこ
で、この親睦と奉仕との概念は同レベルで捉え
るべきで、ロータリークラブの中ではいずれ
を優位にさせてもいけないと考えるに至った
のです。

1910年、ポール・ハリスが全米ロータリーク
ラブ連合会初代会長に選任されたときから、こ
の考えを書き起こし、連合会幹事チェスレー・
ペリーが編集長になってできあがった機関紙が
「The National Rotarian」で、この創刊号に上
記のポール・ハリスの論文が掲載されたのでし
た。時は1911年１月26日です。

この掲載論文で、彼は「自分はロータリーの
創立者として、神の思し召しにより、一段と高
い所に昇ることを許され、ロータリーとは何か
を問われれば、自分は躊躇することなく、寛容
と答えるであろう」と述べています。つまり、
ロータリーは親睦と奉仕の調和の中に宿ると
言っているのですね。

森本アンリ氏著「不寛容論、アメリカの生ん
だ共存の哲学」によると寛容とは外部を取り込
むための概念と述べられています。まさに、自
分独りよがりでは無く、何事にも多様な考え
や、関係があって、決して１つの答えではな
く、諸々の要素が組み合わさって物事が進む、
あるいは成り立っているのです。

「ミリンダ王の問い」という題名の経典があ
ります。これによると、紀元前180年頃のイン
ドは分裂の時代であって、勢力が弱まったとこ
ろに、現在のパキスタンの北部からギリシア人
の諸王が相次いで侵入してきました。そしてい
くつかの王朝を成立させています。この中の有
名な１つの国にミリンダ王がいました。彼が発
行した貨幣は現在のイギリスのウェールズ地方
でも見つかっています。

その彼が仏教の尊者ナーガセーナを訪ねて
行った話が残っています。「名前の問い」
です。

ミリンダ王は尊者ナーガセーナにこう言いま
した。「いかにして、あなたは尊者として知ら
れているのですか。尊者よ、あなたはなんとい
う名ですか」そうすると、ナーガセーナは「大
王よ、私はナーガセーナと知られています。し
かしながら、大王よ、このナーガセーナという
のは、実は名称、呼称、仮名、名前のみにすぎ
ないのです。そこに人格的個体は認められない

のであります」と。これにはミリンダ王はびっ
くりしました。「みんなよく聞け。このナーガ
セーナ尊者は、ここに人格的個体は認められな
いと言ったのだぞ、それをみんな信じ得るだろ
うか」。ギリシアの哲学では魂というものをだ
いたい認めます。それに基づいて個体があると
考えています。だから、ナーガセーナの言うこ
とはとんでもないことだと思うわけです。そこ
で彼は質問を発します。

「あなたの名を皆はナーガセーナと呼んでい
ますが、その場合の、ナーガセーナと呼ばれる
ところのものは、いったい何ものでしょうか。
尊者ナーガセーナよ、髪の毛がナーガセーナな
のでしょうか」「大王よ、そうではありませ
ん」「身体の毛がナーガセーナなのでしょう
か」「大王よ、そうではありません」「爪が
ナーガセーナなのでしょうか」「大王よ、そう
ではありません」

以下、身体の各部分について同様の質問をし
ていきます。このようなものをずっと挙げて、
１つ１つ、このどれがナーガセーナなのかと問
います。そうすると、ナーガセーナは「いや、
そうではありません」と返事するのです。それ
で今度は、ミリンダ王は少し哲学的な言葉を
使って質問します。

「尊者よ、かたちがナーガセーナなのです
か」「大王よ、そうではありません」「感受作
用がナーガセーナなのですか」「大王よ、そう
ではありません」「表象作用がナーガセーナな
のですか」「大王よ、そうではありません」
「形成作用がナーガセーナなのですか」「大王
よ、そうではありません」「識別作用がナーガ
セーナなのですか」「大王よ、そうではありま
せん」と。

ここに、物質的なかたち、感受作用、表象作
用、形成作用、識別作用とわれわれの個人的存
在を構成している要素のことを言っています。

「しからば、尊者よ、かたち、感受作用、表
象作用、形成作用、識別作用の合したものが
ナーガセーナなのですか」「大王よ、そうでは
ありません」「尊者よ、しからば、これ以外に
ナーガセーナがあるのですか」「大王よ、そう
ではありません」

ついに、ミリンダ王はこう言います。「尊者
よ、わたしはあなたに幾度も問うてみたのに、
ナーガセーナを見いだし得ない。尊者よ、ナー
ガセーナとは実は言葉のことにすぎないのです
か。しからば、そこに存在するナーガセーナと
は何ものなのですか。尊者よ、あなたはナーガ
セーナは存在しないといって、真実ならざる虚
言を語ったのではないでしょうか」。ナーガ
セーナを見いだせないミリンダ王からしてみれ
ば、では、ナーガセーナというのは言葉のこと
にすぎないのか、それならば、いまここに自分
に面と向かっている相手のナーガセーナとは何
ものなのだろうか、目の前にいるじゃないか。
しかし、ナーガセーナというものは存在しない
という、つまりナーガセーナという実体は存在
しないという、これは嘘を言っているのではな
いか、と思いました。

そうすると、こんどはナーガセーナがミリン
ダ王に反問します。「大王よ、あなたはいった
いここまで歩いてやってきたのですか、それと
も乗り物で来られたのですか」「尊者よ、私は
車でやってきました」。その答えを聞いてナー
ガセーナは、車を構成する部分について、問い
かけます。「大王よ、あなたか車でやって来た
のでしたら、何が車でいるかを私に告げてくだ
さいませんか」「大王よ、轅（ながえ）が車な

のですか」「尊者よ、そうではありません」
「軸が車なのですか」「尊者よ、そうではあり
ません」「輪が車なのですか」「尊者よ、そう
ではありません」「車体が車なのですか」「尊
者よ、そうではありません」「車棒が車なので
すか」「尊者よ、そうではありません」「軛
（くびき）が車なのですか」「尊者よ、そうで
はありません」「しからば、大王よ、轅、軸、
輪、車体、車棒、軛の合したものが車なのです
か」「尊者よ、そうではありません」

たしかに、ただ寄せ集めただけでは車にはな
りません。「しからば、大王よ、轅、軸、輪、
車体、軛のほかに車があるのですか」「尊者
よ、そうではありません」。そこで、ナーガ
セーナはこう言うのです。「大王よ、私はあな
たに幾度も問うてみましたが、車を見いだし得
ませんでした。大王よ、車とは言葉にすぎない
のでしょうか。しからば、そこに存在する車は
何ものなのでしょうか。大王よ、あなたは車は
存在しないと言って、真実ならざる虚言を語っ
たのです」

ほれ、ごらんなさい、王様、あなたは部分部
分についてそれは車じゃないと言いました。車
とは言葉にすぎないのですか、じゃあ、車がい
ないことになるけれども、そこにある車は何で
すか。そうすると、嘘を言ったことになりはし
ませんか、そう言ってやり込めたのです。

そこで、ミリンダ王は尊者ナーガセーナに
こう言いました。「尊者ナーガセーナよ、私は
嘘を語っているのではありません。轅に縁
（よ）って、軸に縁って、輪に縁って、車体に
縁って、車棒に縁って、車という名称、呼称、
仮名、通称、名前が起こるのです」

つまり、部分部分がバラバラにあったり、た

だ積み重なっただけでは、車にはならないので
す。それぞれ適当な位置を占めて、相互に連結
することによって、そこで仮に車という名前が
出来あがる。つまり、縁によって起こるという
ことです。いろいろなものが寄り集まって個々
のものができている、そういうわけです。

そうすると、ナーガセーナが申します。
「大王よ、あなたは車を正しく理解されまし
た。大王よ、それと同様に、私にとっても、
髪に縁って、身毛に縁って、かたちに縁っ
て、感受作用に縁って、表象作用に縁って、
形勢作用に縁って、識別作用に縁って、ナー
ガセーナという名称、呼称、仮称、通称、単
なる名が起こるのです」

つまり、身体の部分もあるし、さらに体のな
かで働いている精神的ないろいろな作用もあ
る。色々な人間や諸々の関係、そういうものに
よって、ナーガセーナ個人という仮の名前がこ
こに付けられているのだというわけです。です
ので、究極の立場から見ると、ここに人格的な
個体は存在しないと言ったのです。

ですので、ロータリーで言う親睦もその根底
には、さまざまな人々やもの、その他色々な関
係に縁って成り立っているのです。

ひとり一人の個人であってもその個人を構成
しているのは全ての関係に縁ってロータリアン
になるのです。そのうえで親睦と奉仕というも
のが成り立つのではないでしょうか。ゆめゆめ
このことを忘れないように。
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第44回RYLAセミナー

RYLA小委員長　北川　博崇（川西）
４月11日（木）～14日（日）◆神戸YMCA余島野外活動センター

『桜』今年の
ラ イ ラ

RYLAは、桜満開＆晴天＆平均
気温23℃と言う素晴らしい環境の中で開催する
事が出来ました。第44回RYLAセミナーを４月
11日より３泊４日、受講生32名が集いCovid-19
以前のフル規格で開催させて頂きました。

開講式講演は三木明顧問から『わたしたちの
RYLA』と題しロータリーとは、RYLAとは、
私たちが46年間の長きに渡り、若い世代に何を
伝え 何を学んで貰いたいのか！と言う内容を
簡潔にそして壮大に伝えて頂きました。夕食は
恒例のオープニングパーティーが開催され、今
日会ったばかりの受講生が受講生同士だけでは
なく、ロータリアンとも気さくに話せる近い関
係になれました。

２日目 第１講演は株式会社ココウェル代表
取締役 水井裕社長に『ココナッツで考える未来
の食と環境』と言う演題で、ご自身の生い立ち
からフィリピンと言う国との出会い。国に渡っ
た時、衝撃的なフィリピンの貧困状況を目のあ
たりにして何とかこの国の子供達の生活環境を
改善したいと言う気持ちと行動。生活環境、環
境問題だけではなく、メンタル問題にまで踏み
込み、受講生にエールを送って頂きました。

第２講演は『リエゾン －こどものこころ診療
所－』監修でも有名な児童精神科の三木崇弘先
生に『現代社会で自分の人生を生きる考え方』
と題して少年期から青年期に入った受講生向け
に講演を頂きました。先生自身の青年期の経験
を話して下さった事から共鳴した受講生が多
かった様で、講演後、私の元にも「感動した。
凄く共感出来ました」と言う感想を伝えてくれ
た受講生が多く現れました。

興奮冷めやらぬ間もなく、次は受講生が１人
きりになり誰とも話さずに過ごす時間『思索の

時間』を迎えました。静かに自分と向かい合い
人生を見つめなおした事でしょう。

気持ちも落ち着いたところで、次のプログラ
ムは、レクリエーション。１人ではなく、チー
ムで考え参加するもので、安行ガバナーの主導
で繰り広げられました。ここで一気にチームの
結束力は増しました。

夕食時、メインプログラムのフォーラムテー
マが発表されました。

この後、チームごとに分かれて夜遅くまで活
発なバズセッションが実施されました。

３日目 朝からフォーラムの準備。午前中は
模造紙にまとめる人。発表する時の原稿をま
とめる人。発表する人の練習。など皆がそれ
ぞれの役目を果たそうとする姿を見る事が出
来ました。

フォーラムが始まり、各チームが順番に発表
しました。

ここからフォーラムリーダーの安行英文ガバ
ナーとコメンテーターの黒田建一青少年奉仕委
員長により、各チームの内容やストーリーを更
なる深みへといざなっていきました。

最終日は安平和彦顧問から『これからの生き
方』として、過去、現在、未来を分解し、理解
をするキッカケを気づかせて頂きました。

RYLA初日に不安そうだった32名の姿でした
が、最終日には自信に満ちた姿を見せてくれま
した。問題と向かい合い、乗り越え、力を合わ
せる大切さを学び、自信と笑顔を獲得して
RYLAを終了いたしました。

受講生はスポンサークラブで報告をさせて
頂きます。是非報告会を楽しみにお待ちくだ
さい。
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第３期ロータリー・リーダーシップ研究会（RLI）パートⅢ

４月14日(日)快晴のお天気の中、９時30分より17時30分まで園田学園女子大学においてRLI研修
パートⅢを開催いたしました。参加者総勢40名、うち受講者20名。

矢野宗司RLI委員会カウンセラーからのご挨拶に続き、太田叶子RLI副委員長より地区役員・ファシ
リテーターの紹介ののち、諸注意の説明が行われ、10時より３つのゼミ室に分かれ午前に２会議、午後か
ら４会議を行いました。パートⅢ　セッションテーマ１～６と担当ファシリテーターは下記の通りです。

セッション終了後、受講者20名を代表して安部則行会
員（南淡路）が修了証書を、また今回のパートⅢ研修を
以って全てのパートを終了された岸本敏裕会員（尼崎
北）、石川真次会員（尼崎北）、吉村健会員（尼崎
北）、越山裕之会員（尼崎東）、波川幸枝会員（川西）、田川淳会員（川西猪名川）、横山裕行会員
（宝塚）、土田博幸会員（柏原）、井上雅仁会員（柏原）、神津科野会員（神戸西）、大西和樹会員
（加古川中央）、堀井幸恭会員（北条）、神谷栄幸会員（相生）、冨田哲雅会員（龍野）14名を代表
して波川会員に矢野RLI委員会カウンセラーより卒業証が授与されました。

修了証・卒業証授与後、矢野RLI委員会カウンセラーより「講義形式による学習効果は５％なのに
対し、ディスカッションによる学習効果は50％に上がります。アクティブラーニングでロータリーを
知ればもっとロータリーを楽しめますよ」と講評をいただきました。

橋本雅彦RLI副委員長より５月11日(土)に開催されるRLIパートⅠ～パートⅢ修了者の方の為の
「卒後コース」の告知をさせていただきました。

最後に山口宰次期代表幹事より「パートⅠからパートⅢのセッションを重ねていくとともに参加者
の皆様が本当にRLIを楽しんでおられることが見られました」と閉会のご挨拶をいただき、RLIパー
トⅢが閉会されました。

今期も園田学園女子大学の施設使用に関し、齊藤悦一理事長（尼崎東）の格別のご配慮を賜りまし
たこと、厚く御礼申し上げます。

セッション１「ロータリーの機会」
　芝田一夫（川西）　　齊藤竜政（尼崎北）　　小野敏国（尼崎北）
セッション２「効果的なリーダーシップ戦略」
　平山敏次（尼崎北）　大海昌栄（尼崎東）　　廣島茂雄（洲本）
セッション３「ロータリー財団Ⅲ　国際奉仕」
　勇正一郎（尼崎東）　山本章太郎（宝塚）　　二宮明彦（甲子園）
セッション４「公共イメージと広報」
　篠田欣一（明石東）　矢納利夫（西脇）　　　太田叶子（尼崎東）
セッション５「規定審議会・決議審議会」
　大見春樹（篠山）　　贄田　肇（宝塚）　　　名越　亮（川西）
セッション６「変化をもたらす」
　�川　悟（明石北）　橋本雅彦（姫路東）　　深田俊郎（柏原）

セッション風景

RLIパートⅠ・Ⅱ・Ⅲ修了者代表
波川幸枝会員（川西）

RLIパート修了者代表
安部則行会員（南淡路）

RLIパートⅢ修了者及びRLI委員会 集合写真

RLI副委員長　太田　叶子（尼崎東）
４月14日（日）◆園田学園女子大学　欅和館４階
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私たちが46年間の長きに渡り、若い世代に何を
伝え 何を学んで貰いたいのか！と言う内容を
簡潔にそして壮大に伝えて頂きました。夕食は
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日会ったばかりの受講生が受講生同士だけでは
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神戸まつり おまつりパレード

ポリオプラス小委員長　宮岡　督修（小野加東）
４月21日（日）◆三宮フラワーロード

昨年から始めたロータリーファミリー結集型

のパレード。今年は、神戸で開催される神戸

2024世界パラ陸上競技選手権大会との兼ね合い

で、例年より約１ヶ月早い４月21日の開催とな

りました。

雨の予報が続く中、願いも虚しく雨の中の開

催となり、近田幼稚園の幼児達によるマーチン

グバンドとの合同パレードは実現せず、参加を

危ぶまれましたが、主催者のご配慮により、私

達ロータリアン、ロータリーファミリーの行進

だけでも参加を許可され、元ミスユニバースを

乗せた、真っ赤なオープンカーの先導車の後、

安行英文ガバナー、矢坂誠徳ガバナーエレク

ト、城守ガバナーノミニーと私とでポリオ根絶

横断幕を掲げ、その後を交換留学生や米山奨学

生、インターアクト、ローターアクト、ロータ

リーファミリー、ロータリアンで国際色豊か

に、また老若男女が揃って世界からのポリオ根

絶を訴えました。ロータリークラブが、世界中

でポリオ根絶活動を行っている事をアピールし

て来ました。それぞれが雨の中、カッパや傘を

さしてのパレードで大変でしたが、そんな中で

も沿道に駆けつけてくださった市民の方々に全

員が手を振って、全身で感謝の気持ちを伝えて

来ました。

今回のパレードは、私達の活動を1人でも多

くの方々に知って頂き、ロータリーの活動に共

鳴、共感頂ける機会となり、ロータリアンの仲

間が増え、ポリオ根絶が１日でも早く実現する

ことができる。そんな世界が必ずや訪れると実

感できる１日でした。

ご参加頂きました皆様、本当に雨の中お疲れ

様でした。沿道より応援頂きました皆様ありが

とうございました。

最後になりましたが、記録取材協力をして頂

きました、公共イメージ委員会の皆様ありがと

うございました。
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クラブ管理運営セミナー

クラブ管理運営委員長　天羽　公夫（甲子園）
４月21日（日）◆レンタルスペースジェム神戸元町

セミナー当日は「神戸まつり」があり、雨が
降る悪天候にもかかわらず58名のクラブ会長ノ
ミニー、勇正一郎RLI委員会委員長をはじめ
ディスカッションファシリテーターを担ってく
ださるRLI委員会委員の方々、そして当地区の
役員の方々に御参加いただきました。
今回のセミナーは、本年度クラブ会長ノミ
ニーの方々を対象に行いました。２ヶ月後の
2024年７月から会長エレクト、その１年後の
2025年７月からは、クラブ活性化に最も重要な
リーダーであるクラブ会長になられます。
会長エレクト時代は会長までの１年間がクラ
ブリーダーへの準備期間となり、いわゆるスキ
ルアップの期間があります。その間に会長エレ
クトは何をするべきなのでしょうか？また、何
をしなくてはならないのでしょうか？そのこと
に気づいて頂く機会を提供するために、このセ
ミナーを企画いたしました。

セミナー前半はクラブリーダーとして知って
おくべき「ロータリー運動の枠組みに関する基
本知識について」と題し、矢野宗司次期地区
ラーニングファシリテーターに90分では足りな
くなるほど詳しく充実した熱のこもった講話を
して頂きました。詳細は後日地区ホームページ
に掲載予定です。
後半は「チーム作りとクラブコミュニケー
ション」、「強いクラブを創る」の二つのテー
マでセミナー参加者の方々に６グループに分か
れて頂き、グループディスカッションを90分掛
けて行いました。ディスカッションファシリ

テーターはRLI委員会の方々のご協力を頂きま
した。RLI委員会の方々には本年度のPETS、
次期幹事研修セミナー、他複数の委員会セミ
ナーにも協力されており、この紙面をお借りし
てお礼を申し上げます。

参加者の方々からのフィードバックはまだ詳
細には頂いてはおりませんが、一部の方々から
講話については「具体的で分かり易く今後に役
立つ内容だった」、「定款、細則への意識が深
まった」、「基本的なロータリー運動の理解が
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は、「参加者が同じ立場なので議論が深まっ
た」、「他クラブの情報収集ができた」、
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アップがあり、各ロータリークラブが「元気な
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ようなクラブ活性化に向けての取り組みを通
じ、ロータリークラブの使命を実現して頂きた
いと考えています。

神戸まつり おまつりパレード

ポリオプラス小委員長　宮岡　督修（小野加東）
４月21日（日）◆三宮フラワーロード

昨年から始めたロータリーファミリー結集型

のパレード。今年は、神戸で開催される神戸

2024世界パラ陸上競技選手権大会との兼ね合い

で、例年より約１ヶ月早い４月21日の開催とな

りました。

雨の予報が続く中、願いも虚しく雨の中の開

催となり、近田幼稚園の幼児達によるマーチン

グバンドとの合同パレードは実現せず、参加を

危ぶまれましたが、主催者のご配慮により、私

達ロータリアン、ロータリーファミリーの行進

だけでも参加を許可され、元ミスユニバースを

乗せた、真っ赤なオープンカーの先導車の後、

安行英文ガバナー、矢坂誠徳ガバナーエレク

ト、城守ガバナーノミニーと私とでポリオ根絶

横断幕を掲げ、その後を交換留学生や米山奨学

生、インターアクト、ローターアクト、ロータ

リーファミリー、ロータリアンで国際色豊か

に、また老若男女が揃って世界からのポリオ根

絶を訴えました。ロータリークラブが、世界中

でポリオ根絶活動を行っている事をアピールし

て来ました。それぞれが雨の中、カッパや傘を

さしてのパレードで大変でしたが、そんな中で

も沿道に駆けつけてくださった市民の方々に全

員が手を振って、全身で感謝の気持ちを伝えて

来ました。

今回のパレードは、私達の活動を1人でも多

くの方々に知って頂き、ロータリーの活動に共

鳴、共感頂ける機会となり、ロータリアンの仲

間が増え、ポリオ根絶が１日でも早く実現する

ことができる。そんな世界が必ずや訪れると実

感できる１日でした。

ご参加頂きました皆様、本当に雨の中お疲れ

様でした。沿道より応援頂きました皆様ありが

とうございました。

最後になりましたが、記録取材協力をして頂

きました、公共イメージ委員会の皆様ありがと

うございました。
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環境セミナー

環境の保護小委員長　城　　守（姫路）
４月27日（土）◆神戸ポートピアホテル　トパーズ

環境月間の４月27日(土)、環境セミナーを開

催しました。これは2021-22年度から２年間２

回にわたる環境アンケートで最もご要望が多

かった環境セミナーの開催に応えたものです。

セミナーのテーマを「共生・・・持ちつ持た

れつ」として、３部構成としました。まず第１

部は「森林を育てる」と題し、(株)山田林業の

代表取締役山田尚弘氏（姫路）から環境保全に

取り組んでいる企業として事例発表をしていた

だきました。「資源の乏しい国・日本におい

て、山林はかけがえのない財産。きちんと守り

育てれば、これからも尽きることがない山林の

恵みの素晴らしさと、それを地域に循環させる

ことができる。森林は木材を収穫するほかにも

水源が枯れないようにしたり、自然災害を防い

だりする役割も担っている」など、森林の持つ

様々な機能を最大限に生かし、その働きを維持

していくために活動されている企業の紹介をし

ていただきました。

第２部はさらに視野を広げて、自然との共生

の実現を目指している自然環境調査会社(株)
いっせい
一成の代表取締役木下一成氏から「人と自然と
の共生」と題して講演していただきました。

「地球上の生物の量では圧倒的に多いのは植物

で、その次は細菌である。もう無菌で生き物は

暮らせなくなっており共生するしかない。地球

上の水量の大部分は海水で淡水はわずか2.5％、

その多くは氷河と地下水。河川や湖沼などの利

用しやすい水は全体の約0.01％しかない。日本

においても農林水産問題が山積している」な

ど、地球規模の課題として大変わかりやすく紹

介していただきました。

最後の第３部はテーブル毎に委員会メンバー

の進行で出席者全員参加のディスカッションを

しました。本日の講演を参考に「自然に負荷を

かけない生き方とは」をテーマに活発な意見交

換をしていただきました。
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2024学年度ロータリー米山記念奨学生・カウンセラーオリエンテーション

米山記念奨学委員長　竹内　博（西宮）
４月７日（日）◆神戸三宮東急REIホテル

ロータリー年度では2023-24年度が終盤戦と

なりますが、ロータリー米山記念奨学事業で
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ります。そしてカウンセラーオリエンテーショ

ン終了後、奨学生にも参加をお願いし、奨学生

の義務やロータリーとの交流についてカウンセ

ラーと共にオリエンテーションを受講する事に

よって、奨学生としての義務を誠実に行って頂

く確約書や個人情報の取り扱い同意書を提出

後、奨学生バッジを米山記念奨学会 滝澤功治

副理事長より手渡されました。
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４月27日（土）◆神戸ポートピアホテル　トパーズ

環境月間の４月27日(土)、環境セミナーを開

催しました。これは2021-22年度から２年間２

回にわたる環境アンケートで最もご要望が多

かった環境セミナーの開催に応えたものです。

セミナーのテーマを「共生・・・持ちつ持た

れつ」として、３部構成としました。まず第１

部は「森林を育てる」と題し、(株)山田林業の

代表取締役山田尚弘氏（姫路）から環境保全に

取り組んでいる企業として事例発表をしていた

だきました。「資源の乏しい国・日本におい

て、山林はかけがえのない財産。きちんと守り

育てれば、これからも尽きることがない山林の

恵みの素晴らしさと、それを地域に循環させる

ことができる。森林は木材を収穫するほかにも

水源が枯れないようにしたり、自然災害を防い

だりする役割も担っている」など、森林の持つ

様々な機能を最大限に生かし、その働きを維持

していくために活動されている企業の紹介をし

ていただきました。

第２部はさらに視野を広げて、自然との共生

の実現を目指している自然環境調査会社(株)
いっせい
一成の代表取締役木下一成氏から「人と自然と
の共生」と題して講演していただきました。

「地球上の生物の量では圧倒的に多いのは植物

で、その次は細菌である。もう無菌で生き物は

暮らせなくなっており共生するしかない。地球

上の水量の大部分は海水で淡水はわずか2.5％、

その多くは氷河と地下水。河川や湖沼などの利

用しやすい水は全体の約0.01％しかない。日本

においても農林水産問題が山積している」な

ど、地球規模の課題として大変わかりやすく紹

介していただきました。

最後の第３部はテーブル毎に委員会メンバー

の進行で出席者全員参加のディスカッションを

しました。本日の講演を参考に「自然に負荷を

かけない生き方とは」をテーマに活発な意見交

換をしていただきました。
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IYFR神戸フリートJAPAN 創立30周年パーティー

創立30周年副実行委員長　宮　昭久（神戸東）
４月25日（木）◆神戸メリケンパークオリエンタルホテル　海王

創立30周年実行委員長の三木明パストコモド
アをはじめ、村上功コモドア及び役員・前年度
役員で創立30周年実行委員会を立ち上げ、無事
開催することができました。

17時から受付・ウェルカムドリンク、天候に
も恵まれ、飲み物片手にホテル宴会場横のテラ
スで「ワイワイガヤガヤ」楽しい時間のスター
トです。18時から式典が開催され、三木実行委
員長の開会の挨拶で始まり、RI会長ゴードン 
R.マッキナリー氏から祝辞のご披露もいただき
ました。また、RID2680安行英文ガバナーより
ご祝辞をいただきました。

続いて懇親会が開催され、チャーターメン
バーである三原孝公パストコモドアから挨拶、
乾杯でスタートし、ご参加いただいた大阪湾フ
リート奥公男バイスコモドア・京都琵琶湖フ
リート吉田光一コモドア・瀬戸内しまなみフ
リート兵頭享治コモドア・東京フリート岩城義
親フリートオフィサーからご挨拶をいただきま
した。

神戸フリートのメンバーも他フリートのメン
バーもみんな「IYFRのメンバー!!」、ワイワ
イガヤガヤと楽しい楽しい時間はアッと言う間
に過ぎていきました。総勢63名（内他フリート
から18名）のご参加をいただき、盛大に楽しく
開催することができました。

IYFR神戸フリート発足まで
1989年　神村正弘（姫路中央RC）、三木明（姫路

RC）がソウル国際大会でIYFRに入会。
1990年　ポートランド国際大会でのIYFR AGMに

於いて神村さんに日本でのIYFRフリート
づくりを呼びかけられる。帰国後IYFRの
メンバーであった三木さんと語らい発足
に向け暗中模索の動きが始まる。以降、
IYFRインターナショナルコモドアA・
C・Mitchellさん（1991-93）と再三、文
通しIYFRフリート設立の準備を始める。

1993年　６月 現在の大阪湾フリートの青木洋氏
（大阪阪和RC、現大阪イブニングRC）
と話し合い、日本にもIYFRのフリートを
設立しようという呼びかけをした。

1994年　２月26日神戸須磨ヨットクラブに於いて
IYFR神戸フリートJAPAN創立総会が開
催される。

　　　　４月27日大阪湾フリート設立総会が開催
される。

　　　　６月 12-15日に開催された台北国際大会で
石井澄ガバナーと計馬忠ガバナーエレク
トが認証状を受け取り、持ち帰ってくる
（1993-95インターナショナルコモドア 
Jack C.L.Keyzer氏）。

　　　　６月18日 認証状伝達式（舞子ビラ）
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能登半島地震支援 やなぎだハウス寄贈車 贈呈式

ガバナー　安行　英文（三田）　　　
ロータリー財団委員長　吉岡　博忠（伊丹）　　　

社会奉仕委員長　喜多　美雄（加古川中央）
ガバナーである私、安行は長年神戸YMCA
の役員であり、故今井鎮雄氏の遺志を継ぎ、25年
以上ひょうご障害福祉事業協会が持つ３つの施
設の法人理事をしている理由で、特に福祉につ
いての関心を強く持っておりました。そのた
め、１月１日の地震発生直後から、事業協会に
指示を出し現地の施設、とくに珠洲や能登の施
設の被害状況を把握した結果、支援の申し出が
あったのが「やなぎだハウス」でした。当施設
の入居者の方々から、避難所でも生活に支障が
出ていること、「現やなぎだハウス」の修理補
強ができれば、直ぐにでも戻りたいとの要望を
いただきました。移動に不可欠な現在の送迎用
バンが長年にわたる使用のため老朽化が激しい
こと、道路の寸断による長距離移動にせまられ
ていることもあり、経費削減のためハイブリッ
ト車寄贈の要望がありました。それを受け、地
区内関係委員会に諮り今回の寄贈を決定、当地
区が持っている災害基金と地区補助金からの拠
出をいただき要望どおりの７人乗りハイブリッ
ド車を寄贈することができました。

「やなぎだハウス」への送迎車寄贈の経緯
〈国際ロータリー第2680地区の理由〉
○ロータリアンは自分の責任において作るべき社
会を守ろうとする志の持ち主である。
○ロータリーの活動を通してどれだけ共同体意識
を持っているかという、連帯性を自ら示すべき
団体である。（自分の為のみに生きようとする
ことを越え、他者と共に生きようとすることは
ロータリーの理念である）
○上から目線ではなく、常に『私とあなた』の対
等な関係で考えている。
○福祉とはもっと多様なものであるべきだ。（地
域を越えたもの）
○すでに、大きな被害のあった石川県のロータリー
2610地区に、兵庫県の各クラブ独自の義援金や支
援のほか、610万円の義援金を送付している。
○地区が持っている災害基金および、ロータリー
財団からの補助金を申請して、今回の寄贈に結
びつけた。

〈個人、およびロータリーの両方につながる理由〉
私たちは、DEI（多様性、公平、インクルー
ジョン）を大切にしている。
その一貫として『福祉コミュニティ』をめざ
す。地域にいる我々は仲間だという意識を持ち、
仲間の一員として共に住む社会でどのような貢献
ができるのか、モノだけでなく、互いに寄り添い
合える人間関係が生まれなければならないと考
え、私を含め当地区内関係者が自ら運転し現地を
訪れ、寄贈することとした。（これには距離や時
間は関係なく作用する、このことが日本の地域社
会を再生させる原動力となると確信している）

やなぎだハウスから感謝状及び御礼の品

５月16日（木）◆能登就労支援事業所　やなぎだハウス

IYFR神戸フリートJAPAN 創立30周年パーティー

創立30周年副実行委員長　宮　昭久（神戸東）
４月25日（木）◆神戸メリケンパークオリエンタルホテル　海王

創立30周年実行委員長の三木明パストコモド
アをはじめ、村上功コモドア及び役員・前年度
役員で創立30周年実行委員会を立ち上げ、無事
開催することができました。

17時から受付・ウェルカムドリンク、天候に
も恵まれ、飲み物片手にホテル宴会場横のテラ
スで「ワイワイガヤガヤ」楽しい時間のスター
トです。18時から式典が開催され、三木実行委
員長の開会の挨拶で始まり、RI会長ゴードン 
R.マッキナリー氏から祝辞のご披露もいただき
ました。また、RID2680安行英文ガバナーより
ご祝辞をいただきました。

続いて懇親会が開催され、チャーターメン
バーである三原孝公パストコモドアから挨拶、
乾杯でスタートし、ご参加いただいた大阪湾フ
リート奥公男バイスコモドア・京都琵琶湖フ
リート吉田光一コモドア・瀬戸内しまなみフ
リート兵頭享治コモドア・東京フリート岩城義
親フリートオフィサーからご挨拶をいただきま
した。

神戸フリートのメンバーも他フリートのメン
バーもみんな「IYFRのメンバー!!」、ワイワ
イガヤガヤと楽しい楽しい時間はアッと言う間
に過ぎていきました。総勢63名（内他フリート
から18名）のご参加をいただき、盛大に楽しく
開催することができました。

IYFR神戸フリート発足まで
1989年　神村正弘（姫路中央RC）、三木明（姫路

RC）がソウル国際大会でIYFRに入会。
1990年　ポートランド国際大会でのIYFR AGMに

於いて神村さんに日本でのIYFRフリート
づくりを呼びかけられる。帰国後IYFRの
メンバーであった三木さんと語らい発足
に向け暗中模索の動きが始まる。以降、
IYFRインターナショナルコモドアA・
C・Mitchellさん（1991-93）と再三、文
通しIYFRフリート設立の準備を始める。

1993年　６月 現在の大阪湾フリートの青木洋氏
（大阪阪和RC、現大阪イブニングRC）
と話し合い、日本にもIYFRのフリートを
設立しようという呼びかけをした。

1994年　２月26日神戸須磨ヨットクラブに於いて
IYFR神戸フリートJAPAN創立総会が開
催される。

　　　　４月27日大阪湾フリート設立総会が開催
される。

　　　　６月 12-15日に開催された台北国際大会で
石井澄ガバナーと計馬忠ガバナーエレク
トが認証状を受け取り、持ち帰ってくる
（1993-95インターナショナルコモドア 
Jack C.L.Keyzer氏）。

　　　　６月18日 認証状伝達式（舞子ビラ）
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ガバナー事務所からのお知らせ
◆クラブ事務局移転のご案内
　姫路西ロータリークラブ（2024年６月３日(月)より）
　事務局住所：〒670-0953 姫路市三条町１丁目31 姫路建設会館４階
　TEL：079-280-8778　FAX：079-280-6333

◆例会場等変更のお知らせ
　神戸須磨ロータリークラブ（2024年７月より）
　例会場住所：ジェームス邸 〒655-0872 神戸市垂水区塩屋町６-28-１
　TEL：078-752-2266（FAX不可・事務局にて対応します）
　例会開催日時：水曜日 12：30～13：30
　※ジェームス邸は本来水曜日定休日となっておりますので、休会中でもメークアップデスクの設置は対応しておりません。

◆近日開催予定 セミナー等のご案内

　■第11回全国インターアクト研究会
　　日時：2024年６月15日(土)～16日(日）
　　場所：神戸駅前研修センター

　■感謝の集い
　　日時：2024年６月28日(金）17：30～19：30
　　場所：神戸ポートピアホテル GOCOCU

■第46回ローターアクト地区年次大会
　日時：2024年６月16日(日）12：00～18：00
　場所：ホテルモントレ姫路

◆４月の地区活動記録
日　　　時 行　　　事　　　名 場　　　所

 1 （月） 16：00～18：00 2024-25年度 第２回ロータリー財団委員長会議 ガバナー事務所会議室
 3 （水） 16：00～18：00 第５回社会奉仕小委員会 オンライン
 6 （土） 15：00～17：00 第７回学友委員会 神戸ポートピアホテル  パール

 7 （日）
10：00～12：00 第７回米山記念奨学委員会 神戸三宮東急REIホテル  ローズ
13：30～18：30 2024学年度米山記念奨学生・カウンセラーオリエンテーション 神戸三宮東急REIホテル  ボールルーム

 8 （月） 15：00～17：00 第９回地区財務委員会 ガバナー事務所会議室
10（水） 16：00～18：00 2024-25年度 第２回会員維持増強委員会 神戸三宮東急REIホテル  メイプル
11（木） 第44回RYLAセミナー（～4/14） 神戸YMCA余島野外活動センター

14（日）

 9：00～17：00 第３期ロータリー・リーダーシップ研究会（RLI）パートⅢ 園田学園女子大学
10：00～12：00 第９回青少年交換小委員会 神戸ポートピアホテル  北野
13：00～16：00 第５回青少年交換派遣候補生オリエンテーション 神戸ポートピアホテル  布引
13：00～16：00 第７回青少年交換来日生オリエンテーション 神戸ポートピアホテル  布引

15（月） 17：00～18：30 第４回環境の保護小委員会 神戸ポートピアホテル  パール

16（火）
16：00～16：30 第５回臨時地区運営会議 オンライン
18：00～20：00 第９回全インターアクトA研究会実行委員会 ガバナー事務所会議室

20（土）
13：00～17：00 第８回補助金小委員会（+第６回社会奉仕小委員会）合同会議 神戸ポートピアホテル  サファイア
14：00～15：30 第４回会員維持増強委員会 神戸三宮東急REIホテル  ローズ

21（日）
13：30～17：30 クラブ管理運営セミナー 貸会議室レンタルスペースジェム神戸元町

第51回神戸まつりおまつりパレード 三宮フラワーロード
24（水） 16：00～18：00 第９回戦略計画委員会 神戸ポートピアホテル  パール
25（木） IYFR神戸フリートJAPAN創立30周年パーティー 神戸メリケンパークオリエンタルホテル  海王
26（金） 16：00～18：00 第７回社会奉仕小委員会 神戸ポートピアホテル  パール
27（土） 13：30～16：30 環境セミナー 神戸ポートピアホテル  トパーズ
28（日） 16：00～18：00 第７回DEI小委員会 神戸三宮東急REIホテル  ローズ
29（月） 10：30～16：45 2024年地区研修・協議会 神戸ポートピアホテル
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Region 1 , 2 & 3

コーディネーターコーディネーター

NEWSNEWS
2024年５月号  №１
発行：Region 1 , 2 & 3
ロータリーコーディネーター
ロータリー公共イメージコーディネーター
ロータリー財団地域コーディネーター

私の職業分類は弁護士です。
私が所属する大分県弁護士会では、2023年１月に研修テーマとして、LGBTQ+
の方々に関する法的問題が取り上げられました。
また、同年９月には、この問題が、九州弁護士連合会の定期大会の報告テーマ
にもなりました。
私自身も、現在、性別変更手続を手がけており、LGBTQ+の方と接しておりま

すが、LGBTQ+の方々は既に身近な存在となっております。
さて、「LGBTQ+の人びとが参加しやすいクラブづくりを」（寄稿者：グラント・ゴディノ［オース
トラリア］会員）というタイトルの記事を目にしたのは、３、４年前のことで、おそらくロータリーの友
ではなかったかと思います。
ロータリーは、「多様性、公平さ、インクルージョン（DEI）の原則」を大切にしておりますし、ま
た、ロータリーは、ハラスメントのない環境を維持することに力を注いでおります。
ロータリーの捉えるハラスメントとは、「大まかに定義すると、個人またはグループを、以下の特性に
基づいて、言葉であれ身体的であれ、脅迫、中傷、侮辱または攻撃する言動を指す：年齢、民族、人種、
肌の色、障がい、宗教、社会経済的地位、文化、性別、性的指向、または性自認。（ロータリー章典
26．120．会合、行事、または活動におけるハラスメントのな
い環境から抜粋）。」とのことです。
しかし、LGBTQ+の方々への接し方はDEIの観点からだけ
ではありません。
LGBTQ+の方々の人口割合は、2022年鹿児島県弁護士会の
調査では全人口の約８％、2023年電通ダイバシティ・ラボ調
べでは約９.７％、と推定されており、数字のブレは多少ある
ものの、相当数いらっしゃいます。
私はロータリーコーディネーター補佐であり、その任務
は、ロータリーコーディネーターを補佐して、会員増強や戦
略計画策定の普及などを図ることとなります。
日本では、女性（この場合は生まれながらに与えられた性
が女性）の会員が10％に満たず、女性のロータリアン獲得を
目指さなければなりませんが、上記の数字をみれば、
LGBTQ+の方々も大きな会員増強のターゲットであることが
分かります。
LGBTQ+の方々は、我々ロータリーにとっては、DEIの
問題だけではなく会員増強のターゲットと考えるべきと思
います。

LGBTQ+の人びとが参加しやすいクラブづくりを

第３地域 ロータリーコーディネーター補佐
大森 克磨（大分キャピタルRC）

（九州弁護士連合会での配付資料）

ガバナー事務所からのお知らせ
◆クラブ事務局移転のご案内
　姫路西ロータリークラブ（2024年６月３日(月)より）
　事務局住所：〒670-0953 姫路市三条町１丁目31 姫路建設会館４階
　TEL：079-280-8778　FAX：079-280-6333

◆例会場等変更のお知らせ
　神戸須磨ロータリークラブ（2024年７月より）
　例会場住所：ジェームス邸 〒655-0872 神戸市垂水区塩屋町６-28-１
　TEL：078-752-2266（FAX不可・事務局にて対応します）
　例会開催日時：水曜日 12：30～13：30
　※ジェームス邸は本来水曜日定休日となっておりますので、休会中でもメークアップデスクの設置は対応しておりません。

◆近日開催予定 セミナー等のご案内

　■第11回全国インターアクト研究会
　　日時：2024年６月15日(土)～16日(日）
　　場所：神戸駅前研修センター

　■感謝の集い
　　日時：2024年６月28日(金）17：30～19：30
　　場所：神戸ポートピアホテル GOCOCU

■第46回ローターアクト地区年次大会
　日時：2024年６月16日(日）12：00～18：00
　場所：ホテルモントレ姫路
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Region 1 , 2 & 3

コーディネーターコーディネーター
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2024年５月号  №２
発行：Region 1 , 2 & 3
ロータリーコーディネーター
ロータリー公共イメージコーディネーター
ロータリー財団地域コーディネーター

先日、地域リーダー会議で東京にメンバーが集まった折、面白い議論が持ち上

がりました。「正式ロゴのバッジをつけているメンバーがほとんどいないのはど

うして」「昔のバッジに愛着があるのよね」「横長のバッジはすぐにひっくり返

る」「バッグがバッジに引っかかる」「ROTARYと此れ見よがしに入っている

のも気が引けて」「徽章に限りマークのみの使用を認めているのも中途半端」

「でもロータリーのブランディングを推進しているRPIC、ARPICは正式ロゴのバッジをつけるべきだよ

ね」・・・と喧々諤々。謙譲の美徳=陰徳を是とした時代から一転して、素晴らしい行為はあらゆる手段

を講じて社会に伝えるべしという公共イメージの向上が叫ばれ始め、その一環としてのブランディングが

重要課題となっています。ブランディングとはロータリーの理念をベースに行動指針を定め視覚や言語を

通じて社会の情感にアプローチすること。決してロゴデザインをガイドライン化し管理するに留まるもの

ではありません。

私は長年、広告という業界に身を置き、嘗て多くの企業のCI（コーポレート・アイデンティティ）戦

略（ブランディングという言葉が一般化する以前の企業のイメージ戦略）に携わってきましたが、MI

（マインド・アイデンティティ）＝企業理念とBI（ビヘビア・アイデンティティ）＝行動指針、この両

者を表現するVI（ビジュアル・アイデンティティ）からなるCIの本質をなおざりにして、マーク・ロゴ

だけが無意味に残存する例をたくさん見てきました。世界の有名企業の多くは明確な企業理念と行動指針

を持ち、社員の意識も高く期待通りの事業を展開し、これらをシェアするインパクトのあるコミュニケー

ションの中でビジュアルとボイスが一貫しています。マークを目にするだけで、メッセージに触れるだけ

で、その企業の魅力が見えてきます。これはロータリーのブランディングにも言えることです。手っ取り

早くは、社会の話題となるような奉仕プロジェクトを仕掛け、ロータリーのボイスを意識したメッセージ

と、ストーリーテリング、自分自身のこととしてロータリーでの体験や感動を語る。会場の設営やPR素

材は、ビジュアル・アイデンティティを統一し、ロータリーカラーと正しいロゴを使用する。要所は画像

で取り込みネットで配信するだけでいいのです。ブランディングは、ロータリーと社会とを繋ぐインター

フェイス、時々刻々コミュニケーション手段は変わります。嘗ては電車の中でサラリーマンが手にしてい

たのは新聞、家庭ではテレビ。ところが今では電車の中では皆がスマホを見て、家庭ではテレビより長時

間SNSにつながっています。是非是非お試し下さい。

手っ取り早くブランディング

第３地域 ロータリー公共イメージコーディネーター補佐
深尾 兼好（鹿児島西RC）
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ロータリー公共イメージコーディネーター
ロータリー財団地域コーディネーター

PHSとは毎年継続的に1,000米ドル以上を年次基金、ポリオプラス基金、ロータ
リー災害救援基金、財団が承認した補助金のいずれかに寄付して下さるロータ
リー会員とロータリー財団支援者を認証するものです。
2013年に創設されて以来PHSは大きく成長してきました。その寄付額はロータ
リー財団年次基金の21％、財団への寄付全体の20％を占めています。PHSの会員
数は2014年に10,607人（84か国）でしたが2023-24年度には32,000人以上（154か

国）にまで増えています。世界のPHS会員数の上位国は①米国 15,530②韓国 5,805③インド 1,705④日本
1,396名となっています。（2023年11月１日現在）
PHSに入会には入会時に一括で1,000米ドルを寄付する必要はなく、各年度に合計が1,000米ドルとなる
ように、どのように寄付するかは寄付者が決めることが出来ます。その後の年度も、一括で1,000米ドル
でも、ロータリー年度末までに少額を何回かに分けても、どちらでも結構です。入会方法はマイロータ
リーPHSのページから開くことが出来ますし各地区のガバナー事務局からも手続きをとることが出来ま
す。認証方法は地区単位で行われるプログラムであり、贈呈の方法は各地区で異なります。ガバナー並び
にエレクトの皆様は地区大会などの公式行事の際に認証式を行うなど積極的に取り組んで頂きたいと思い
ます。
ポール・ハリスは、「どんな白昼夢でも、それが良い夢で、実現させることが出来るのなら、悪い癖と
は言えない」と言ったそうです。ロータリーでは、地元や世界で素晴らしいプロジェクトや活動を行うこ
とで、夢を実現しますが、これは、ロータリアンや支援者の方々の惜しみない寄附があるからこそ可能と
なります。ぜひ皆様方にはPHSの精神をお汲み取り頂き入会をして頂けるようお願い申し上げます。

ポール・ハリス・ソサエティ（以降PHSとする）へのご協力をお願いします。

第３地域 ロータリー財団地域コーディネーター補佐
吉原 久司（尾道RC）
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2024年５月号  №２
発行：Region 1 , 2 & 3
ロータリーコーディネーター
ロータリー公共イメージコーディネーター
ロータリー財団地域コーディネーター

先日、地域リーダー会議で東京にメンバーが集まった折、面白い議論が持ち上

がりました。「正式ロゴのバッジをつけているメンバーがほとんどいないのはど

うして」「昔のバッジに愛着があるのよね」「横長のバッジはすぐにひっくり返

る」「バッグがバッジに引っかかる」「ROTARYと此れ見よがしに入っている

のも気が引けて」「徽章に限りマークのみの使用を認めているのも中途半端」

「でもロータリーのブランディングを推進しているRPIC、ARPICは正式ロゴのバッジをつけるべきだよ

ね」・・・と喧々諤々。謙譲の美徳=陰徳を是とした時代から一転して、素晴らしい行為はあらゆる手段

を講じて社会に伝えるべしという公共イメージの向上が叫ばれ始め、その一環としてのブランディングが

重要課題となっています。ブランディングとはロータリーの理念をベースに行動指針を定め視覚や言語を

通じて社会の情感にアプローチすること。決してロゴデザインをガイドライン化し管理するに留まるもの

ではありません。

私は長年、広告という業界に身を置き、嘗て多くの企業のCI（コーポレート・アイデンティティ）戦

略（ブランディングという言葉が一般化する以前の企業のイメージ戦略）に携わってきましたが、MI

（マインド・アイデンティティ）＝企業理念とBI（ビヘビア・アイデンティティ）＝行動指針、この両

者を表現するVI（ビジュアル・アイデンティティ）からなるCIの本質をなおざりにして、マーク・ロゴ

だけが無意味に残存する例をたくさん見てきました。世界の有名企業の多くは明確な企業理念と行動指針

を持ち、社員の意識も高く期待通りの事業を展開し、これらをシェアするインパクトのあるコミュニケー

ションの中でビジュアルとボイスが一貫しています。マークを目にするだけで、メッセージに触れるだけ

で、その企業の魅力が見えてきます。これはロータリーのブランディングにも言えることです。手っ取り

早くは、社会の話題となるような奉仕プロジェクトを仕掛け、ロータリーのボイスを意識したメッセージ

と、ストーリーテリング、自分自身のこととしてロータリーでの体験や感動を語る。会場の設営やPR素

材は、ビジュアル・アイデンティティを統一し、ロータリーカラーと正しいロゴを使用する。要所は画像

で取り込みネットで配信するだけでいいのです。ブランディングは、ロータリーと社会とを繋ぐインター

フェイス、時々刻々コミュニケーション手段は変わります。嘗ては電車の中でサラリーマンが手にしてい

たのは新聞、家庭ではテレビ。ところが今では電車の中では皆がスマホを見て、家庭ではテレビより長時

間SNSにつながっています。是非是非お試し下さい。

手っ取り早くブランディング

第３地域 ロータリー公共イメージコーディネーター補佐
深尾 兼好（鹿児島西RC）
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新会員紹介 ・ 一緒にロータリーライフを楽しみましょう（敬称略・クラブ順）

ご寄付ありがとうございます（敬称略・クラブ順）

特装自動車の製造販売
2/7入会

中村　恒彦
損害保険業
4/3入会

村上　泰基

電子機器製造・販売
5/10入会

村松　喜完
ビジネスサービス

4/17入会

石井　宏尚

尼　崎　東 川　　　西

料理店（中華）
4/3入会

黄田　智也
都市銀行
5/15入会

馬場　晶大

芦　　　屋 篠　　　山

自動車整備
5/7入会

山口　普史

神 戸 須 磨 加　古　川

加古川中央

不動産管理
5/1入会

武田　真和

姫　路　西

司法書士
4/3入会

玉野　裕枝

神道
5/7入会

松﨑　正誠

加　古　川

都市銀行
5/7入会

漣　　隆司

信用金庫
5/1入会

青田　賢治

土地家屋調査士
4/3入会

岡本　　亮

メジャードナー マルチプル・ポール・ハリス・フェロー

（尼崎東）
礒田　雅司

（神戸東）
乙守　典厚

（西宮）
藤田　邦夫

（西宮）
髙橋　秀仁

（西宮）
田和　良久

（西宮）
竹内　　博

（神戸）
角南　忠昭

（神崎）
常次　佳丈

（神戸）
和田　直哉

（神戸）
鍛治川清司

マルチプル・ポール・ハリス・フェロー

（神戸）
永松　潔和

（神戸）
垣田　宗彦

豊岡円山川

建設請負業
5/7入会

中川　和久

龍　　　野

商業銀行
5/1入会

田中俊一朗
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ご寄付ありがとうございます（敬称略・クラブ順）

米山功労者（3回）

（上郡佐用）
井口　洋子

（神戸東）
佐井　奇正

米山功労者（9回） 米山功労者（4回）

（芦屋）
三宅　康雄

（神戸東）
工藤　恭孝

米山功労者（2回）

（尼崎東）
太田　叶子

（神戸東）
石川　泰平

（西脇）
高瀬幸一郎

（上郡佐用）
辻　洋一郎

（尼崎東）
安田　　亨

米山功労者（2回） 米山功労者（1回）

（芦屋川）
小倉　智弘

（神戸東）
多田　善計

ご冥福をお祈り申し上げます

故　五百旗頭 真　氏（神戸東）
３月６日　享年81

（名誉会員）

故　中西　　貞　氏（川西）
４月19日　享年74

故　一宮　英樹　氏（生野）
４月19日　享年62

故　田中　　洋　氏（豊岡）
５月16日　享年67

（神戸）
塩田　善朗

（神戸）
松田　幸治

（上郡佐用）
辻　洋一郎

マルチプル・ポール・ハリス・フェロー ポール・ハリス・フェロー

（柏原）
金子　敬之

（柏原）
竹内　理弘

（尼崎東）
太田　叶子

新会員紹介 ・ 一緒にロータリーライフを楽しみましょう（敬称略・クラブ順）

ご寄付ありがとうございます（敬称略・クラブ順）

特装自動車の製造販売
2/7入会

中村　恒彦
損害保険業
4/3入会

村上　泰基

電子機器製造・販売
5/10入会

村松　喜完
ビジネスサービス

4/17入会

石井　宏尚

尼　崎　東 川　　　西

料理店（中華）
4/3入会

黄田　智也
都市銀行
5/15入会

馬場　晶大

芦　　　屋 篠　　　山

自動車整備
5/7入会

山口　普史

神 戸 須 磨 加　古　川

加古川中央

不動産管理
5/1入会

武田　真和

姫　路　西

司法書士
4/3入会

玉野　裕枝

神道
5/7入会

松﨑　正誠

加　古　川

都市銀行
5/7入会

漣　　隆司

信用金庫
5/1入会

青田　賢治

土地家屋調査士
4/3入会

岡本　　亮

メジャードナー マルチプル・ポール・ハリス・フェロー

（尼崎東）
礒田　雅司

（神戸東）
乙守　典厚

（西宮）
藤田　邦夫

（西宮）
髙橋　秀仁

（西宮）
田和　良久

（西宮）
竹内　　博

（神戸）
角南　忠昭

（神崎）
常次　佳丈

（神戸）
和田　直哉

（神戸）
鍛治川清司

マルチプル・ポール・ハリス・フェロー

（神戸）
永松　潔和

（神戸）
垣田　宗彦

豊岡円山川

建設請負業
5/7入会

中川　和久

龍　　　野

商業銀行
5/1入会

田中俊一朗
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事務所
〒650-0046  神戸市中央区港島中町6-10-1 神戸ポートピアホテル本館7階722号室
TEL：078-304-2680　FAX：078-304-2681
E-mail rid2680@abelia.ocn.ne.jp

国際ロータリー第2680地区

　ガバナー  安 行　英 文

※RSC＝ロータリー衛星クラブの略称　※宝塚ユニバースRSCの会員数は、宝塚RCの会員数に含まれます。

※RAC：2023年12月末時点の情報を記載しております。

◆ロータリークラブ数 ………………………… 68RC
　　　　　　　　　　 ………………………… 1RSC
◆2023年７月１日　RC+RSC会員数 …… 2,498人
◆2024年４月末　RC+RSC会員数 ……… 2,509人
◆2024年４月末　RC+RSC女性会員数 …… 150人
◆期首からの増減（RC+RSC） ………………11人増
◆期首からの女性増減（RC+RSC） …………11人増

◆ローターアクトクラブ数 …………………… 9RAC
◆2023年12月末　RAC会員数…………………52人
◆2023年12月末　RAC女性会員数……………22人
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国際ロータリー第2680地区 ロータリークラブ　2024年４月会員数報告

4月の
入退会 4月末4月の

入退会 4月末

宝塚ユニバース
ロータリー衛星クラブ

国際ロータリー第2680地区 ローターアクトクラブ  2023年12月会員数

クラブ名 12月末
会 員 数

総　数 うち女性
豊　　岡RAC
芦 屋 川RAC
加古川中央RAC
尼 崎 西RAC
合計 ９RAC

8
6
3
8
52

4
2
2
5
22

クラブ名 12月末
会 員 数

総　数 うち女性
姫　　路RAC
神　　戸RAC
淡　　路RAC
神戸須磨RAC
柏　　原RAC

7
8
2
9
1

3
3
0
3
0


